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下記のとおり質問したいので、通告します
質問番号３番　　答弁者　　総務部長　
質問事項　　市民経済は苦しい。市民負担増の次は、職員給与等も削減すべき
《質問要旨》　
山県市は、合併の後も財政状況が悪化し続け、大変厳しい事態である。
この改善のために公共料金などに関して市民に負担を求め、値上げしてきた。
そのことによる市の歳入の増加は、相当な額に上る。

しかし、まだ市の財政は困窮している。

新年度予算では、歳出面で６．４％増となっているが、歳入面で市税収入の増加はなく、学校建設に関して国から負担金等としての約９億円の増があるとはいえは、他は、借金である起債が前年度より８億円増の３７億円と赤字が増え、基金からの繰入金も２５％増の９億円、火の車のやりくりでしのぐ。
新年度末の起債総額は３６６億円、市民一人当たり１２０万円の借金と、１年で市民の借金が約１０％増える。

財政が厳しい折から、議員や市長は、ボーナスの２０％加算を廃止した。
それでもなお、ボーナスを貰えない民間労働者もいる、そう嘆く市民もいる。

ところで、岐阜県は、財政の困窮から、県職員の給与を減額することを決め、その割合は、部長らの７％から・主任等で３・５％削減、総額約６０億円弱、という。
　経済の悪化する中、山県市に対する市民の声は決して甘くない。そこで問う。

１．　まず、次の各場合の年間の市の歳入の増加、つまり市民負担の増加の概算の額について

水道料を２００９年までの３年間で一律に５割引き上げることによる金額。

保育料を大幅に引き上げたことによる金額。

２００８年４月からの下水道(農業集落排水)等使用料のアップによる金額。

市営のケーブルテレビ利用料の倍以上の値上げによる金額。

２．　次の各場合の年間の歳出の減少の概算の額について
議員のボーナスの２０％加算の廃止による金額。
同じく市長と副市長の廃止による金額。

市の管理職のボーナス加算の「減額」の金額。

３．　ボーナス加算について
「明日のわが身も分からない」との市民の思いが増加する中、「市民に値上げ・負担増を回したのだから、今度は市の職員も身を切ったら」、そういう声は少なくない。

市の職員のボーナス加算を「全廃」するとして、各対象者数とその歳出の減額となる幾らになるか。

市民や国民経済が疲弊していく今、市の職員のボーナス加算上乗せは廃止すべきではないか。

４．　職員給与について

山県市の場合、職員人件費は歳出のおおよそ何％か。

岐阜県と同様の考え方で、毎月の給与に関して、管理職で６％、非管理職で３．５％の減額した場合、およその各対象者数とその歳出の減額となる概算総額はいくらか。
５．　最後に
以上の１から４のことに加えて、この３月議会には、国家公務員にならって市の職員の休憩時間を「１５分」増加する、つまり労働時間が１日１５分、１週間で１時間１５分削減する条例が提案されている。

以上、結論として、職員給与を引き下げ、財政再建に寄与すべきことを山県市の政策として決定すべきではないか。
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